
活動の“見える化”を実施

～LINEを活用し、負担軽減へ～

福寿町内会



町内会の概要

• 世帯数 150世帯

• 組織 役員 会長 １名、副会長１名

事務長１名、会計 １名

監査 ２名

理事 専門部 生活安全部２名

環境衛生部２名

厚生福祉部２名※会長兼務

班長１０名

• 総会等 定例総会：年１回

定 例 会：年４～５回

• 特色

昔ながらの良さを残す地域だが、近年は

アパートが建設され、会員世帯の半数

以上が、集合住宅に居住している。



これまでの
取組や活動

〇町内地域パトロール

〇防災訓練

〇町内会清掃（福寿さくら公園の草刈り）

〇ふれあい食事会（高齢者対応）

〇地域安全運動キャンペーン参加

〇福寿さくら公園の植栽



取組事例

１．活動の
“見える化”
を実施

町内会に関心を持ってもらい、関心

度を高めるためには…

➡活動内容を「わかりやすく」しよう！

役員からの声

➡「会長一人で抱え込まないで！」



取組紹介

２．工夫している
こと

①活動の見える化

・役員・理事の業務活動大網を作成し、

会員に配布

※専門部として三つの部会（環境衛

生部・生活安全部・厚生福祉部）

を新設した

※関係する機関を一覧にまとめた





取組紹介

２．工夫している
こと

②町内の現状把握
・地域パトロールを実施し、道路状況や

街灯、掲示板等の現状の確認

・一人暮らし等の高齢者の把握

③情報共有の工夫

・役員・理事のLINEグループ

を作成



取組紹介

３．成果

①役員・理事の役割が明確になり、

一人当たりの負担が減少

②LINEの導入により、役員・理事間

の情報の伝達が早くなった

➡①②の結果、「これなら私もできる」

という声も



取組紹介

３．成果

③意見交換や提案の機会が増えた

➡LINE上であれば自分の意見を言える

という人も

役員・理事になることのハードルを

下げることで、担い手確保に繋げて

いきたい



まとめ

・LINEのさらなる活用に向けて
➡LINEグループを役員から会員全体
へ拡大

➡会員の安否確認に活用
➡総会資料や総会議決に活用

・福寿さくら公園の活用
➡癒しと交流の場に
➡一次避難所として整備
➡季節ごとの花の植栽
お花見を企画

安全、安心、住みよいまちづくりに向けて


